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いた上、その部族名自体も時折変化していた。例えば、13 世紀から 14 世紀にかけてオ
イラト、ケレイト、ナイマン、バルグドの 4 部族があったのに対し、17 世紀にホイト、
トルグート、バートト、ドルボト、ホシュート、ジューンガルの 6 つの部族になってい








































 ロブサンドルジ 200414は、次々節で紹介する Ц.Шархүү（ツェ・シャルフー）氏編纂



































処理が、乾隆 45（1780）年 11 月に清朝が制定した「将軍・参贊大臣・盟長・副将軍辦
理事務章程」によって、後述する在地の駐防官であるウリヤスタイ将軍、ホブド参贊大



















 ロブサンドルジ 2004:13。 
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 本研究の持つ意義を、以下の 3 点に分けて検討していきたい。 
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 後藤 1942:90。 
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 田村 1956:148。 
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 関連研究として中見 2012、橘 2011a、青木 2011 などがある。 
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 吉田 1983 参照。 
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 後藤 1968:19‒35 参照。 
37
 後藤 1942:103。 
38
 チョローン 2012:152‒155。 
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 Рэгсүрэн・Балжинням1973:24、稲村 2010:144 参照。 
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 後藤 1942:102。 
41
 後藤 1942:104。 
42
 堀口 2013:40。 
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 面積の単位であり、1 畝が 99.17 平方メートル、あるいは 30 坪に相当する。 
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 邢莉・邢旗 2013:362‒382 参照。 
48
 小長谷・シンジルト・中尾 2005、萩原 2009 参照。 
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第四節 本研究で使用する主な史料  
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 萩原 2006:47‒48、中見 1993、二木 2003、宮脇 2003 参照。 
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 3 つ目の史料は、Heissig（ハイシッヒ）氏が編集した地図集 Verzeichnis der Orientalischen 
Handschriften in Deutschland ・ Supplementband 5,2:Mongolische Ortsnamen Teil Ⅱ ・








 橘 2011b 参照。 
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Mongolische Manuskriptkarten in Faksimilia（『ドイツにおける東洋の写本目録・別巻 5,2：
モンゴルの地図第 2 部・モンゴルの写本地図の複写版』）である（以下史料③と略称する）。
『ドイツにおける東洋の写本目録』別巻には、別巻 5,1（Haltod 氏が編集したモンゴルの
地図・第 1 部）、5,2 と 5,3 がある。別巻 5,2 である本地図集は、別巻 5,1 に記載されてい
る地名の位置を確かめやすくするという目的で、編集者が計 182 部の地図をより大きい
図版で提示し、数字を振った方眼で重ね刷りしたものである。本地図集の中には、編集




 4 つ目の史料は、Ц.Шархүү（ツェ・シャルフー）氏編纂の史料集 Хувьсгалын өмнөх 
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 石橋 2011:195-196 参照。 
55
 岡 2003、杉山 2009:141-143 参照。八旗は満洲語でグサ（gūsa、旗）と呼ばれる軍団 8
個からなる軍事・行政組織であり、鑲黄、正黄、鑲白、正白、鑲紅、正紅、鑲藍、正藍と
いう 8 種類の旗（縁取りのあるものを鑲旗、縁取りのないものを正旗という）があった。
グサは成年男子 300 人からなるニル（niru）を基本単位とし、5 ニルが 1 ジャラン（jalan）、
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 若松 1999:4-5、沢田 1996:1-2 参照。 
57
 Гэрэлбадрах2002:23 参照。 
58
 江上 1956:24-29 参照。 
59
 後藤 1968:326-327 参照。 
60
 松田・小林 1941:27-28、杉山 2012:11-12 参照。 
61
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 後藤 1968:344-345 参照。 
63
 田村 1956:115-117、Нацагдорж1978:59、山田 1985:168-170、杉山 2004:55 など参照。 
64
 Гэрэлбадрах2002:73-74、Гонгор1978:246 参照。この牧地分配は、2 代目のハーンである
ウグデイの時に実施されたと言われる（Нацагдорж1972:13 参照）。 
65
 1245-1247 年にローマ教皇四世によって、モンゴル帝国の 3 代目のハーンであるグユ
ク・ハーンの所へ派遣された人物である。田村 1956:120。 
66




トゥメンがあって、その牧地は計 10 トゥメンそれぞれに分封されていたと言われる68。 
 東モンゴルにおける 6 トゥメンの 1 つであるハルハ・トゥメンは、外モンゴル地域に
分布しており、16 世紀初めにはモンゴル 15 代目のハーンであるバトムンケ・ダヤン・
ハーンの末子ゲレセンジェによって統治されていた。16 世紀半ば頃、ゲレセンジェが配
下の遊牧民とその牧地を 7 人の息子にそれぞれ分配した結果、外モンゴル地域が 7 人の















帰属し、1911 年の独立まで 200 年以上もの長きにわたる支配統治を受け続けた。こうし






 Гонгор1978:261、Нацагдорж1978:142 参照。 
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もともと 8 旗に分割されていた外モンゴルの牧地は、康熙 30（1691）年に 34 個の旗
に再分割され、そのうちの 16 旗がトシェート・ハン部に、11 旗がツェツェン・ハン部
に、7 旗がザサクト・ハン部に配属されたようである。康熙 36（1697）年にジューンガ





トシェート・ハン部が 20 旗、ツェツェン・ハン部が 23 旗、ザサクト・ハン部が 19 旗と
サイン・ノヤン部が 24 旗を各々有するようになった。かくして、外モンゴルの牧地は 4
盟 86 旗にまで細分化され、その牧地状況が 20 世紀初頭まで概ね持続されていた77。そ






                                                        
73
 田村 1956:148-149、後藤 1942:90 参照。 
74
 注 8 を参照。 
75





ルレン・バルス・ホト盟）の 4 つである。 
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 岡 1988a、Гэрэлбадрах2006:135-137 参照。 
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蒙・漢の構造がほぼそのまま維持された85。3 者の対照状況は表 1 を参照されたい。ちな




 平野 2007:109-111 参照。 
84
 宮脇 2006:188-213、岡 2007:82-85、間野 1992:121-124、田村 1956:148-149 など参照。 
85







表 1 清朝の統治構造（岡 2002:23 より） 





























                                                        
86



































                                                        
89
 原則として、佐領を構成する 150 名の壮丁は 15 個の十戸に割り当てられて管理される。
この十戸の長が什長であり、十戸の中から任命される。Сономдагва1961:84 参照。 
90





 矢野 1925:94-97、岡 1994 など参照。 
93
 岡 2003、岡 2007:109-130 参照。 
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が置かれるようになった（岡 1992b 参照）。 
98
 矢野 1925:60、柏原・濱田 1923、Сономдагва1961:29-30、岡 1992b など参照。 
99
 岡 1988b:21-28 参照。 
100
 Сономдагва1961:33-34、Цэдэв1964、“Бүгд Найрамдах Монгол Ард Улсын түүх  дэд 
боть1604-1917”:187 参照。 
101
 Сономдагва1961:56,59 参照。 
102














                                                        
103
 史料⑤:巻 64、Сономдагва1961:80-81、柏原・濱田 1923:932-934 参照。なお、協理台
吉には貴族身分の台吉が任命されるが、管旗章京以下の官職には平民が任命される場合が
多かった（岡 1988b 参照）。 
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定上、上位の和碩親王と多羅郡王には 60名と 50名の随丁が配分されたのに対し、下位の 3












 田山 1954:155-169、萩原 2006:35-36 参照。 
106
 萩原 2006:37。 
107
 Нацагдорж1972:30 参照。 
108



































なったり、平民が自分の奴隷を献上したりすることで、18 世紀から 19 世紀の半ばにか
                                                        
111
 Гомбо1960:6、Насанбалжир1964:161-162、岡 2007:147-148 参照。 
112
 石濱 2001 参照。 
113
 Цэдэв1964:114-119、Нацагдорж1972:49-52 参照。 
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 Цэдэв1964:25-27 参照。 
116




ばれるのが普通であった。Цэдэв 1964 参照。 
118
 Сономдагва1961:107、Цэдэв1964:29 参照。 
119
 Сономдагва1961:103、Цэдэв1964:31 参照。 
120




マ・ザイサンと 1～3 人のハラ・ザイサンがいた。Сономдагва1961:103-104 参照。 
121
 Сономдагва1961:100-104 参照。 
122
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ハン部トシェート・ハン旗の領域は、南北が 400 ガジャル126、東西が 300 ガジャルであ
って127、ザサクト・ハン部左翼前旗とツェツェン・ハン部ツェツェン・ハン旗の面積は










移動の回数を提示すれば、外モンゴルにおける移動の年間回数は 8 回から 10 回までが普








                                                        
125
 Нацагдорж1963:110 参照。 
126
 1 ガジャルは 576 メートルに相当する。Шагдарсүрэн2003:18 参照。 
127
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.50,H.4,乾隆 23（1758）年。 
128
 1 露里は 10 町に相当する（後藤 1942:32 参照）。メートル法でいうと、1067 メートル
である。 
129
 後藤 1942:32 参照。 
130
 後藤 1942:32-33 参照。 
131
 Нацагдорж1963:110 参照。 
132
 Рэгсүрэн・Балжинням1973:24、後藤 1942:32 参照。 
133












年に人口が 4050 人いて、家畜が馬 12556 頭、ラクダ 1058 頭、牛 15619 頭、羊と山羊 87785
頭の合計 11 万 7018 頭いた。後の共戴 8（1918）年の時点では、人口が 3422 人まで減っ
ており、その内訳は、台吉 97 人、箭丁 696 人、随丁 131 人、ラマ 738 人、自由人（сул чөлөөт 
эр）13859 人と婦人・少女 1707 人であった。これと対照させるために、トシェート・ハ
ン部左翼中旗における同じ共戴 8 年の統計を見ると、当旗には台吉 223 人、箭丁 1070
人、随丁 686 人、ラマ 3025 人、自由人 795 人と婦人・少女 6023 人の計 1 万 1822 人がい
たという139。つまり、同一の旗にも時期によって人口の増減があり、旗間での大きな人
口差もあったようである。ラマの占める割合も比較的高かった。例えば、トシェート・
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 Нацагдорж1978:176 参照。 
137





 Сономдагва1998:119-120、31 参照。 
140




5 つのオトグ・バグ集団を基盤とした。岡 2007:175-193 参照。 
142
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 Нацагдорж1963:110 参照。 
144





 Сономдагва1961:98、Цэдэв1964:29 参照。 
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 萩原 2006:52-112,114。 
151
 モンゴル語では ulaγan qačartu と呼ばれる。典型的な判例法である。 
152
















































                                                        
153 島田 1982:315-331、Гонгор1978:273-274 参照。 
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155
 地図 3 を参照。トシェート・ハン部左翼前旗は地図中の VI の⑦番であり、サイン・
ノヤン部ウールド前旗は V の⑧番である。Ринчен1979 参照。 
156
 地図 3 を参照。トシェート・ハン部トシェート・ハン旗は地図中の VI の⑧番であり、
左翼後旗は VI の⑰番である。Ринчен1979 参照。 
157
 地図 3 を参照。トシェート・ハン部中右末旗は地図中の VI の⑬番である。Ринчен1979
参照。 
158
 トシェート・ハン部左翼後旗とサイン・ノヤン部右翼中左旗（地図 3 中の V（サイン・
ノヤン部）の㉚番の旗）間の牧地紛争に関する 3 通の公文書、トシェート・ハン部中右旗
（地図 3 中の VI（トシェート・ハン部）の⑫番の旗）おける平民とイフシャビ間の牧地
紛争に関する 2 通の公文書、トシェート・ハン部右翼右旗（地図 3 中の VI の⑨番の旗）
における平民とイフシャビ間の牧地紛争に関する 1 通の公文書を補助的に使用する。 
159
 岡 1988a:18-21。 
160






















立てて行きました。……また、6 日に同じ護衛バダラホ、モロンら計 16 人が来て、
私の馬群と我らの塔布囊168ムンフの馬群がフイテン・ボラギン・エヘン[küyiten 
                                                        
161
 トシェート・ハン部中旗旗長、固山貝子であり、乾隆 48（1783）年に盟長（1783-1798
年）に任命された。包 1995:513、Сономдагва1998:8 参照。 
162
 文書中「副盟長頭等台吉」と書かれており、おそらく中右旗旗長ユンデンドルジが副
盟長であったと考えられる。包 1995:514-515 参照。 
163
 文書では、「盟長多羅郡王」とあり、この時点ではデムチクジャブが既に盟長に任命さ
れていたと考えられる。なお、包 1995:721 では彼は嘉慶 6（1801）年に盟長に任じられた
と記述される。 
164

















bulaγ-un ekin]にいると、我らの 11 頭の馬、5 頭の去勢雄牛を追い立てて……」と（言
って）報告して来ました。……また、我らの旗の（平民）ダシが報告したのは、（以
下の通りです。）「（私が）自分の牧地ホスト・アマンニ・オルホン・ゴリン・ガツァ
ー[qusatu aman-u orqun γool-un γačaγ-a]という地で何年もの間遊牧してきた冬営地で
遊牧していると、今回ウールド（固山）貝子（ポンチョク）の旗の護衛ボヤントら










命じたのに従って、冬の中の月（11 月）の 5 日に行ったところ、護衛ボンボ、ムン
フらは家におらず、留守になっていて、物事を相談できる大人がいなかったので、
ボンボの息子と会い、（侵入の）担保として（家畜を）捕えずに戻ってきました。翌











                                                        
169
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.421,XT.1a-8b,乾隆 54（1789）年 1 月。これは、史料④:15-20 に
収録されている文書（キリル文字）の現在の所蔵番号である。 
170






































 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.421,XT.1a-8b,乾隆 54（1789）年 1 月。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1399,H.26,咸豊 8（1858）年 8 月 26 日。 
180







包 1995:516-517 参照。 
183
 この時期、ツェデンドルジがエルデニ・シャンゾドバに任命されていた。任命期間は
同治元（1862）年から光緒 11（1885）年までである。Сэрээтэр1999:127-128 参照。 
184



































ブらの馬 2 頭を捕えたのは事実です。……」と供述しました。……189 
 
 双方の当事者であるダムディン・オトクのイフシャビ・サムダンと中右末旗のワンチ





























tala-yin γurban toluγai]と呼ばれる地へ行って遊牧していると、冬の初めの月（10 月）
の 7 日に、またワンチンら 9 人が来て、ジェブツンダンバ・ホトクト殿の（馬）群
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 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1913,H.3,光緒 7（1881）年（月日の記載なし）。 
191

































                                                        
192
 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1913,H.3,光緒 7（1881）年（月日の記載なし）。 
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194
 olon は olan の誤りである。 
195
















  ……この事件の（関係者である中右末旗の）平民ワンチンを家畜 5 頭、バザルらを





















群であったことは明らかである。また、同治 2（1863）年 5 月 24 日にエルデニ・シャン
ゾドバの印務を管理するツェデンドルジらは、「またダムディンらを彼らの昔から遊牧し
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198
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4764,H.60,同治 2（1863）年 5 月 24 日。 
199





 トシェート・ハン部右翼右旗旗長、輔国公。包 1995:559、Шархүү1984:159-160 参照。 
201
 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1913,H.3,光緒 7（1881）年（月日の記載なし）。 
202
































                                                        
203
 jörčin は jöričin の誤りである。 
204
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.6917,H.42,光緒 11（1885）年（文書の後半部分が欠如しているた
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 台吉出身のラマを示す語。Шархүү1975:242 参照。 
206
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.943,H.11,乾隆 56（1791）年 9 月初 5 日。なお、本牧地紛争の最
終処理に関する文書を入手できていないため、最終的な結果の詳細は不明である。 
207
 旗の牧地の境界を巡邏し、見守る人のことを指す。Гонгор1978:275 参照。 
208
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3433,H.39,道光 25（1845）年 3 月 10 日。なお、史料①:Ф.M-9, 






終的に 20 年後の同治 5（1866）年に両旗の牧地境界が明確に画定されたことによってよ
うやく紛争が解決した。すなわち、この牧地紛争は牧地境界が新たに画定されたことに
よって発生した紛争である。そこで、この牧地紛争がいかなる形態で発生・展開してい
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3470,H.28,道光 26（1846）年 6 月。 
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213
 境界の地には、隣接する各旗がそれぞれ 1 基のオボーを建てていたことがわかる。例
えば、2 旗の境界である場合は、1 対のオボーが建てられる。 
214
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3469,H.19,道光 26（1846）年 9 月 20 日。 
215
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3469,H.19,道光 26（1846）年 9 月 20 日。 
216






咸豊元年 12 月（満洲文）、史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4764,H.17,咸豊 2（1852）年 6 月初 4 日な
ど。 
219
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4879,H.12,同治 3（1864）年 7 月 19 日の文書中で「彼（サンダグ
ドルジ）は俸禄のない世襲 4 等台吉である」と記述されている。 
220





 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4345,H.10,咸豊 8（1858）年 11月 19 日、史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4541, 
H.3,咸豊 11（1861）年 7 月 19 日など。 
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 史料①:Ф.M-183,Д.2,XH.493,H.3,年月日なし、史料①:Ф.M-183,Д.2,XH.493,H.4,道光 25
（1845）年 2 月初 1 日。 
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月日が把握できない。 
226
 史料①:Ф.M-183,Д.2,XH.493,H.4,道光 25（1845）年 2 月初 1 日と史料①:Ф.M-9,Д.5,XH. 
1523,H.1,光緒 6（1880）年。 
227




年 1 月 26 日以前の処罰が免除された。 
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 岡 1988b:21-28 参照。 
231
 地図 4 を参照。 
232
 本章で補助的に使用するトシェート・ハン部トシェート・ハン旗とサイン・ノヤン部
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 岡 1988a:18 参照。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.437,XT.258a-265b,乾隆 54（1789）年、史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.984, 
































 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.301,H.3,乾隆 41（1776）年。 
239
 彼（1762-1780 年）以降の旗長は、パクバジャブ（1780-1786 年）、チバクジャブ
（1787-1798 年）、サンドブドルジ（1799-1803 年）、バルドルジ（1804-1841 年）、ドンス
ルンドルジ（ 1841-1850 年）などである。包 1995:554-557 、 Шархүү1984:162 、
Сономдагва1998:66 参照。 
240






 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.301,H.3,乾隆 41（1776）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.383,H.6,乾隆 44（1779）年。 
245
 トシェート・ハン部トシェート・ハン旗旗長、同部盟長（1777-1783 年）であった。





 任命期間は乾隆 27～同 51 年である。包 1995:718-719 参照。 
248
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.383,H.6,乾隆 44（1779）年。 
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 岡 1988a:22 参照。 
251
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.442,H.6,乾隆 45（1780）年。 
252






 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.442,H.6,乾隆 45（1780）年。 
255
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.442,H.6,乾隆 45（1780）年。 
256






 彼（1778-1788 年）以降の旗長は、ツェレンドルジ（1788-1791 年）、ポンチョク
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.442,H.13,乾隆 45（1780）年。 
260
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.442,H.14,乾隆 45（1780）年。 
261
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.407,HT.103a-115a,乾隆 53（1788）年。 
262
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.1027,H.3,乾隆 59（1794）年 
263
























隆 45 年 11 月壬午（8 日）にバトが将軍を解任されたと論じられている268。これに関し






                                                        
264
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.461,H.37,乾隆 46（1781）年。 
265
 史料⑥:664、包 1995:761 と Шархүү1984:142 参照。 
266
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.461,H.23,乾隆 46（1781）年。 
267
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.461,H.23,乾隆 46（1781）年。 
268





とサイン・ノヤン部とが境界を接する地にオボーを建て、（乾隆 46 年）7 月の 15 日
にサイン・ノヤン部の旗長サンピルノルボの旗の牧地ゴルバン・サイハン[γurban 
sayiqan]に着いて、迎えた内地大臣[dotuγatu sayid]、随行の大臣269が指示したのは、





ここから、バトは実際には乾隆 46 年 7 月 7 日に下された免職の命令を 7 月 15 日に受
け取ったことがわかる。従って、乾隆 46 年 7 月 7 日までバトはまだウリヤスタイ将軍職
にあり、自ら紛争を処理するつもりでいたわけである。 
同年 5 月 22 日に左翼前旗旗長パクバジャブは、ウリヤスタイ将軍バトによる尋問への
対応を盟長ツェデンドルジに尋ねており272、旗長の慎重さがうかがえる。これに対する












                                                        
269
 2 人の人物の詳細は不明。 
270
 岡 1988b:21 によると、バトの後任は満洲鑲黄旗人の慶桂であった。 
271
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.461,H.8,乾隆 46（1781）年。 
272
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.461,H.23,乾隆 46（1781）年。 
273
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.187,HT.7a-7b,乾隆 46（1781）年。 
274
 本文書には、差出人と宛先が明記されていない。記録用に作成されたものと思われる。



























ウグイ湖の 2 ヵ所がオボー設置地となっている。 




                                                        
275
 サイン・ノヤン部ウールド旗旗長。史料⑥:674、包 1995:804 と Шархүү1984:137 参照。 
276
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.461,H.36,乾隆 46（1781）年。 
277
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.461,H.20,乾隆 46（1781）年、史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.187,XT.8b-9b,



























乾隆 53（1788）年 8 月 12 日にその処理情況を同部盟長スンドゥブドルジ、副盟長284に
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 1 回目の処理に参与した左翼左末旗管旗章京ブルグドと同じ人物だと思われる。 
283

































                                                                                                                                                              
旗長頭等台吉ユンデンドルジが副盟長であったと考えられる。包 1995:514-515 参照。 
285
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.405,XT.57b-66a,乾隆 53（1788）年。 
286
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.405,XT.57b-66a,乾隆 53（1788）年。 
287
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.407,XT.103a-115a,乾隆 53（1788）年。 
288






応しようとして、サイン・ノヤン部盟長の要望を受け入れた。翌乾隆 54（1789）年 5 月
28 日にトシェート・ハン部盟長は、両盟長の代理として各自の旗から官員 1 人、両盟の











フらは、乾隆 54 年 8 月 19 日に、処理情況を同部盟長スンドゥブドルジと副盟長ユンデ









                                                        
289
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.407,XT.318a-320a,乾隆 53（1788）年、史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.766, 
H.3,乾隆 53 年。 
290
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.814,H.19,乾隆 54（1789）年。 
291
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.814,H.20,乾隆 54（1789）年、史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.437,XT.152b- 




 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.814,H.13,乾隆 54（1789）年、史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.437,XT.258a- 
265b,乾隆 54 年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.814,H.13,乾隆 54（1789）年、史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.437,XT.258a- 
265b,乾隆 54 年。 
296
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.429,XT.150b-154b,乾隆 54（1789）年、史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.429, 
XT.247a-247b,乾隆 54 年。 
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 5 回目の処理が不調に終わった乾隆 55（1790）年にトシェート・ハン部盟長スンドゥ
ブドルジらは、両盟の副将軍らが決定した通りにこの争いを処置するか、それとも、昔
この争いをウリヤスタイ将軍が決定した時の元の地図や文書など全てがウリヤスタイに
                                                                                                                                                              
置する 1 つの岩だと推測できる。 
300
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.1027,H.3,乾隆 59（1794）年。 
301
 史料①:Ф.M-186,Д.1,XH.2,H.1,乾隆 55（1790）年。 
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2 人の副盟長が話し合った結果、以前の 5 回目の処理において両盟副将軍らが裁いた
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.1027,H.3,乾隆 59（1794）年。 
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慶 4 年。 
316
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.1266,H.6,嘉慶 5（1800）年。 
317
 Сономдагва1998:9、包 1995:524 参照。 
318
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.1266,H.1,嘉慶 5（1800）年。 
319
 漢語の「宰相」を語源とする（岡田 2013:201 参照）。宰相はウールド部族における従
来の官名であったが、清朝治下において、都統の職が授けられた。ただ、内外ザサクと同
様に、ウールドの旧制がある程度残存し、宰相も旧習による世襲が認められ、支配階級と
しての地位を保有したようである（田山 1954:105-107 参照）。 
320
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.1266,H.6,嘉慶 5（1800）年。 
83 
 

















ーから、同じバイシリ山の北のハダト・エトゥク[qadatu etüg]の西の平地に 1 つのオ
ボー、同じバイシリ山の東側のホソト・ウンドゥル山の北におけるダブホル・エン
ゲル[dabqur engger]の端に 1 つのオボー、ホソト（ウンドゥル）の麓のウブル・オボ
ー[öbür obuγ-a]（山）を通過し、イフ・ボラク[yeke bulaγ]の下流のオンゴン・トロガ
イに 1 つのオボー、イフ・ホジルト[yeke qujirtu]の水に沿い、オラーン・ハガラガ山
のセンジトゥ[sengjitü]（岩）の末（にある）バガ・ヨロ[baγ-a yolu]という岩の高地
に 1 つのオボー、センジトゥ（岩）の峠に 1 つのオボー、同（オラーン）ハガラガ
（山）のズーン・オチョン・チョローを越え、ゲルセン・チョロー[gersen čilaγu]の
                                                        
321
 史料⑥:661、包 1995:748 と Шархүү1984:131 参照。ただし、これらの研究文献ではこ
の人物が参贊に任命されていたという記録がない。 
322
 史料⑥:621、包 1995:551 と Шархүү1984:158-159 参照。 
323
 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.478,H.3,嘉慶 5（1800）年と史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.746,XT.127a 
-127b,嘉慶 5 年。 
324
 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.478,H.2,嘉慶 5（1800）年。 
325
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.746,XT.290a-291b,嘉慶 5（1800）年。 
326












ゥル・オラーン・オボート[öndür ulaγan obuγatu]という山に 1 つのオボーを建て、そ
してウグイ湖のオラーン・トロガイを渡り、直線で同じウグイ湖のオボーに至り、
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翌道光 26（1846）年の両旗協理台吉らによる 9 回目の処理でも、ウールド前旗協理台吉
らは該旗旗長と同様に主張している。一方、左翼前旗の印務を管理する協理台吉ツェブ
デンダシも、必ずしも嘉慶 5 年の画定にこだわらないで、乾隆 46（1781）年に画定され
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3384,H.10,道光 24（1844）年。 
330
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3384,H.20,道光 24（1844）年。 
331
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3433,H.15,道光 25（1845）年。 
332
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3469,H.51,道光 26（1846）年。 
333
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3469,H.51,道光 26（1846）年。 
334
 サイン・ノヤン旗旗長サイン・ノヤンであり、道光 26 年に該部盟長に任命された。
Сономдагва1998:168 参照。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3521,H.25,道光 27（1847）年と史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3520,H.25,
道光 27 年。また、両管旗章京がそれぞれどの旗に属するかは不明である。 
337
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3521,H.23,道光 27（1847）年。 
338
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3521,H.23,道光 27（1847）年。 
339
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3521,H.23,道光 27（1847）年。 
340
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3521,H.23,道光 27（1847）年。 
341
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2144,XT.184a-184b,道光 27（1847）年。 
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一斉に同意し、画定した 9 ヶ所に石を積んでオボーを建てた346。この 9 ヵ所のオボーは
嘉慶 5 年の 9 ヵ所よりもわずかに北寄り・東寄りに設置されたようである。同時に、左







ズーン・ウズール・ガツァー[jegün üjegür γačaγ-a]というホショーン・ドボゴル[qosiγun 








 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2148,XT.170a-171b,道光 27（1847）年。 
345
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2148,XT.317a-318b,道光 27（1847）年と史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2148, 
XT.170a-171b,道光 27 年。 
346
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2148,XT.317a-318b,道光 27（1847）年。 
347
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2148,XT.170a-171b,道光 27（1847）年（史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3521, 
H.33,道光 27 年と史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3521,H.34,道光 27 年の合わせに相当する）と史料
①: Ф.M-9,Д.1,XH.2148,XT.317a-318b,道光 27 年。 
348









ボゴルに 1 つの標識、（6）ウンドゥル・オラーン[öndür ulaγan]（山）のズーン・フ
トルのズーン・ウンドゥル・ハダト・ドボゴル[jegün öndür qadatu dobuγur]に 1 つの
標識、ゲルセン（チョロー岩）の西端にある 2 つのハダト・ドボゴル・チョロー[qadatu 
dobuγur čilaγu]のズーン・ドボゴル[jegün dobuγur]の西端を経て、（7）ヌドゥン・ウ
ブルジュ （ー山）の西フトルのバローン・ウンドゥル・ドボゴル[baraγun öndür dobuγur]
のバローン・フトルに 1 つの標識、（8）オラーンチョロート（山）の西麓にある泉
のズーン・オリド・ウンドゥル[jegün uridu öndür]山の頂に 1 つの標識、（9）オラー




 要するに、この 11 回目の最終処理において、既存のエルデニ・トロガイのオボーとウ
グイ湖のオボーに加え、新たな 9 つのオボーが建てられたことがわかる。上記の文書内
容と地図 6 を比較してみると、この新しく建てられたオボーの名は上記文書中の下線を








年のウリヤスタイ将軍バトによって画定された 2 つのオボー間の牧地は、嘉慶 5 年の画
                                                        
349




 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2148,XT.172a-172b,道光 27（1847）年、史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2148, 
XT.317a-318b,道光 27 年。 
89 
 
定を経て、道光 27 年の画定事業でより明確に決定されていった。つまり、既存の 2 基の

















































































したことによって、乾隆 46 年に設置された 2 基のオボー間の牧地がようやく明確に画定
され、9 基のオボーが新たに建てられた結果、牧地紛争が一時終息した。ところが、清
朝の布告した道光 23（1843）年の規定によって本牧地紛争は再燃し、嘉慶 5 年に一旦定
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第一節 トシェート・ハン部における嘉慶 10（1805）年の両旗境界の画定 
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 トシェート・ハン部中旗旗長であり、乾隆 48（1783）年に同部盟長（1783-1798 年）










































 この時のウリヤスタイ将軍は成寛であった。章 1965:6 参照。 
367
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.1438,H.90,嘉慶 10（1805）年。 
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ル[uγtaγal]、グン・ジルガランギン・イフ・オス[gün jirγalang-un yeke usu]374（まで）、
これら（の地）に各 1（基）のオボー（を建て）、旗長オルジンジャブ375の旗と境界
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 岡 1988a によれば、ザサクト・ハン部諸旗の境界は乾隆 47（1782）年に、ツェツェン・
ハン部諸旗の境界は乾隆 40（1775）年～同 50（1785）年にそれぞれ画定されたという。 
370
 サイン・ノヤン部諸旗の境界もおそらく嘉慶 10 年に画定されたと思われる。 
371
 トシェート・ハン部左翼後旗旗長（1793-1837 年）、鎮国公。彼以降の旗長は、バルダ














ジ（1822-1826 年）、エレンドルジ（1826-1876 年）らである（史料⑥:616、包 1995:570、
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 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.913,XT.344a-347a,嘉慶 10（1805）年。 
379
 地図 9（史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3834,H.46,咸豊元（1851）年と史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4879, 
H.12,同治 3（1864）年の文書中の「ウブル・オグタガルから西方へ 5 ガジャル（前述した



































                                                        




 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3470,H.28,道光 26（1846）年。 
384
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3470,H.47,道光 26（1846）年。 
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道光 26 年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3469,H.19,道光 26（1846）年と史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3469,H.21,
道光 26 年。 
390
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3470,H.55,道光 26（1846）年。 
391







27（1847）年 8 月 25 日にブングイギン・ノゴーン・トルゴイという地で会合・協議する
よう、3 旗に言い付けている393。 
 しかし、同年 8 月 3 日に左翼中旗の副章京ゴンジャブは、腰の持病が発症したという
理由から、調査に行けないと盟長に報じた394。そこで、代理の副盟長はゴンジャブの回
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 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2147,XT.38a-39b,道光 27（1847）年。 
393
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2147,XT.38a-39b,道光 27（1847）年。3 旗とはトシェート・ハン
旗、左翼後旗のほか、副章京の出身旗である左翼中旗である。 
394
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2148,XT.181a,道光 27（1847）年。 
395
 史料①:Ф.M-9,Д.1,XH.2147,XT.157b-158a,道光 27（1847）年と史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3521, 
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 史料①:Ф.M-9,Д.5,XH.1023,H.1,道光 27（1847）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.5,XH.1023,H.1,道光 27（1847）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3520,H.33,道光 27（1847）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3657,H.15,道光 29（1849）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3657,H.22,道光 29（1849）年。 
411
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3657,H.23,道光 29（1849）年。 
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道光 29（1849）年 5 月 25 日に、盟長らが左翼後旗の台吉ガルサンドルジの供述の真偽
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3657,H.25,道光 29（1849）年。 
414
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3657,H.24,道光 29（1849）年。 
415
 当時の庫倫蒙古辦事大臣はデレクドルジであり、庫倫満洲辦事大臣は玉明（在任




































と、うまく連続しているためこの 2 通の文書が元は 1 通の文書であったと推定できる。 
417
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3721,H.6,道光 30（1850）年。 
419
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.3721,H.7,道光 30（1850）年。 
420
 トシェート・ハン部中右旗旗長（1779-1828 年）、多羅郡王（史料⑥:1243、包 1995:540、
Шархүү1984:156 参照）。該旗の位置は地図 8 中のⅣの⑫番である（Ринчен1979 参照）。 
421












持病の再発425などの事情から処理は遅れ、翌咸豊元（1851）年 8 月 10 日に、盟長エリン





























































































































4（1854）年、史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4068,H.48,咸豊 4 年など。 
113 
 
整したが、その解決が長引いた。後の咸豊 8（1858）年 9 月 20 日に、当時の盟長トシェ
ート・ハン・ツェレンドルジ443、副盟長ツェレンドルジ444は、「……今年（咸豊 8 年）11
月 1 日に、……（多羅郡）王オドスルバザル445の旗の協理（台吉）ブスオンドラホに指
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 盟長とは別人である。史料①:Ф.M-9,Д.5,XH.1023,H.1, 道光 27（1847）年により、この
咸豊 8（1858）年の時期においては、彼は既に副盟長に任命されていると推定できるが、
包 1995:516 はその任命時期を咸豊 11（1861）年としている。 
445
 トシェート・ハン部中右旗旗長、多羅郡王。包 1995:541、Шархүү1984:156 参照。 
446
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4345,H.3,咸豊 8（1858）年。 
447
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4345,H.10,咸豊 8（1858）年。 
449
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4879,H.12,同治 3（1864）年の文書中で「彼（サンダグドルジ）
は俸禄のない世襲 4 等台吉である」と記述されている。 
450
 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1420,H.29,咸豊 8（1858）年。 
451




 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4541,H.3,咸豊 11（1861）年。 
453





年）、文盛（1863‒1867 年）であった（史料⑩:8218‒8243、章 1865:183‒189 参照）。以下同
様。 
455


























うかがえる。同治 3（1864）年 2 月頃に、副将軍は「……（私副将軍が）精査しますと、
（トシェート・ハン旗の印務を管理している協理台吉が）『副将軍が誰かの職位に対して
横暴に振舞って、我ら（トシェート・ハン）の牧地を勝手に給与してはいけない』と（私















 史料①:Ф.M-10,Д.2,XH.2566,H.5,同治 2（1863）年。 
462
 史料①:Ф.M-10,Д.2,XH.2566,H.7,同治 2（1863）年。 
463
 史料①:Ф.M-10,Д.2,XH.2566,H.10,同治 2（1863）年と史料①:Ф.M-10,Д.2,XH.2566,H.18,













年 6 月 9 日に自分の衙門から満洲人のヘンレク465、モンゴル人のバヤンジャルガルとい
う 2人の官員を派遣し、同年 6月 20日に両旗の牧地紛争処理を解決するよう命令した466。
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4966,H.11,同治 4（1865）年。 
474
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4965,H.15,同治 4（1865）年。 
475
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4964,H.45,同治 4（1865）年。小沢 1994 によれば、ヘジゲはチフ
スのことを指している。 
476
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4966,H.47,同治 4（1865）年。 
477
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4965,H.27,同治 4（1865）年。 
478
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4966,H.29,同治 4（1865）年。 
479
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4965,H.7,同治 4（1865）年。 
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 同年 8 月に、ツェレンドルジが、同部右翼右旗の協理台吉ワンダンドルジと共に、両
旗の官員、ハルチン駅站のハブスルガを管理している台吉ダルマジャブを地理状況の視
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4964,H.2,同治 4（1865）年。 
483
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4966,H.33,同治 4（1865）年。 
484
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4964,H.17,同治 4（1865）年。 
485






この同治 5（1866）年 9 月 10 日に、盟長は左翼右末旗旗長エリンドルジの旗の台吉チメ
ドネレンを派遣し、同年 10 月 20 日にラミン・ホンゴルの地で両旗の官員と合流して庫
倫辦事大臣たちが指定した地域に高く強固なオボーを建てることを、エリンドルジに命
じている487。遣わされた台吉チメドネレンが盟長ツェレンドルジ、副盟長バルダルドル









ulaγan toγorim-un baraγun emün-e oyiraqan qamar]に 1 対のオボーを建て、ここより南
方アブダリン・アル（までの牧地）を直線で連結させ、13 ガジャル、5 ホビ[qubi]488
の端（にある）ドゥルブルジンギン・オロイ[dörbüljin-yin oroi]489に 1 対のオボー、
ここから南方 16 ガジャルの端（にある）アル・オグタガリン・オスに 1 対のオボー、
ここから南方 8 ガジャル、8 ホビ、21 アルダ490の端（にある）、以前測った同アブダ
リン・アルのオボーより北方 3 ガジャル、1 ホビのハブスルガの牧地の北端となる
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5077,H.5,同治 5（1866）年。 
487
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5078,H.63,同治 5（1866）年。 
488
 1 ホビは 5.76 メートルに相当する。Шагдарсүрэн2003:18 参照。 
489
 [dörbüljin-ü oroi]の誤りである。 
490
 1 アルダは両手を横にまっすぐ伸ばした距離に相当する。Шагдарсүрэн2003:18 によれ
ば、1.6 メートルに等しい。 
491
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5078,H.20,同治 5（1866）年。 
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9 つのオボーが建てられていることがわかる500。この 9 つのオボーのうち、1～3 番目の
境界は嘉慶 10（1805）年に画定された地であり、4 番目の境界は同治 3（1864）年に両
旗の牧地紛争処理に派遣された大臣衙門の満蒙官員が決定した地であると同時に、以上





5296,H.3,同治 11（1872）年、史料①:Ф.M-12,Д.1,XH.48,H.1,同治 12（1873）年など）。 
493
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5078,H.24,同治 5（1866）年。 
494
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5078,H.74,同治 5（1866）年。 
495
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5078,H.25,同治 5（1866）年。 
496
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5078,H.15,同治 5（1866）年。 
497
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5078,H.27,同治 5（1866）年。 
498
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5078,H.26,同治 5（1866）年。 
499
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.5078,H.21,同治 5（1866）年。 
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ボーは、本章の地図 10 と地図 11503で示している 1～9 番のオボーに当たる。また、この




























 史料③:48,光緒 33（1907）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.461,H.16,乾隆 46（1781）年、史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.943,H.7,乾
隆 46 年。 
510
 史料①:Ф.M-10,Д.2,XH.1320,H.3,乾隆 57（1792）年。 
511
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.1438,H.7,嘉慶 10（1805）年。 
512
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.1538,H.3,嘉慶 14（1809）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4160,H.36,咸豊 6（1856）年。 
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 咸豊 7（1857）年 3 月にトシェート・ハン部盟長トシェート・ハンのツェレンドルジ
は、紛争処理のために、副章京ナムジルジュルムド522をエルデニ・シャンゾドバ衙門へ
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4236,H.27,咸豊 7（1857）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1399,H.26,咸豊 8（1858）年。 
527
 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1399, H.26,咸豊 8（1858）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1399,H.27,咸豊 8（1858）年。 
529






























の（輔国）公オイドブチワンの 1 旗の冊子のみに書き入れた。ほかの 5 旗は（イフ
                                                        
530
 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1399,H.27,咸豊 8（1858）年。 
531
 史料①:Ф.M-9,Д.4,XH.1399,H.27,咸豊 8（1858）年。 
532
 Сэрээтэр1999:127、136 参照。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4391,H.12,咸豊 9（1859）年。 
537
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4391,H.12,咸豊 9（1859）年。 
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 同治元年 10 月 4 日にエルデニ・シャンゾドバ・ツェデンドルジ、ダーラマ・ロブサン
イシは、中右末旗で新たに発生したツォイジョン・オトクのイフシャビと平民との牧地
紛争を同年 11 月 1 日に処理しよう、と盟長、副盟長に呼びかけている544。ただ、この話
し合いは中右末旗の当事者であるグルバルらの欠席によって成立しなかった545。そして、
翌同治 2（1863）年の春頃、盟長とエルデニ・シャンゾドバによって各々派遣された官






                                                        
540
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4541,H.22,咸豊 11（1861）年。 
541











 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4764,H.51,同治 2（1863）年。 
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慶 10 年段階において各旗内で遊牧していたオトクの名を調査し始めた。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4764,H.60,同治 2（1863）年。 
548
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4879,H.2,同治 3（1864）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4967,H.57,同治 4（1865）年。 
551
 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4967,H.57,同治 4（1865）年。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.4967,H.57,同治 4（1865）年。 
554
 光緒 7（1881）年 4 月、奕榕に代わって喜昌が庫倫満洲辦事大臣に任命された。章 1965: 
195。 
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 史料①:Ф.M-9,Д.3,XH.6917,H.64,光緒 11（1885）年。 
557
 史料①:Ф.M-85,Д.2,XH.819,H.10,光緒 17（1891）年、Ф.M-85,Д.2,XH.819,H.11,光緒 18
（1892）年。 
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第一章では、先行研究を利用しつつ、下記の 2 点を確認した。 



































えられる。つまり、18 世紀から 19 世紀にかけて牧地紛争の発生形態に変化が生じ、新








































































することを容認し、乾隆 46 年に設置された 2 基のオボー間の牧地において新たに 9 基の
オボーが建てられたことによって、一時終息した。ところが、この境界画定作業を一層
強化させる目的で布告された清朝の道光 23（1843）年の規定によって本牧地紛争は逆に
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 田中 1973、橘 2011a、中見 2012 参照。 
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